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■
平
成
28
年
度
林
野
庁
等
予
算

案
決
定

１
．林
野
庁
関
連

平
成
28
年
度
林
野
庁
予
算
案
が
、
12
月
24
日

閣
議
決
定
さ
れ
た
。
概
算
決
定
額
は
２
、９
３

３
億
円
（
対
前
年
度
比
１
・
０
％
増
）。
こ
れ

に
先
駆
け
て
編
成
さ
れ
た
今
年
度
補
正
予
算
案

を
あ
わ
せ
る
と
総
額
３
、５
２
５
億
円
と
な
っ

た
。
林
業
の
成
長
産
業
化
・
森
林
吸
収
源
対
策

の
推
進
を
目
指
す
も
の
で
、
概
要
は
以
下
の
通

り
。

①
次
世
代
林
業
基
盤
づ
く
り
交
付
金

需
要
に
応
じ
た
低
コ
ス
ト
で
効
率
的
な
木
材

の
生
産
・
供
給
を
実
現
す
る
た
め
、
間
伐
・
路

網
整
備
や
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
を
製
造
す
る
木
材
加
工
流

通
施
設
、
木
材
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
施
設
、
苗
木

生
産
施
設
等
の
整
備
な
ど
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
川
上
か
ら
川
下
で
の
取
組
を
総
合
的
に
支

援
。（
28
年
度
当
初
61
億
円
）

②
合
板
・
製
材
生
産
性
強
化
対
策
事
業
［
Ｔ
Ｐ

Ｐ
対
策
（
基
金
化
）］

大
規
模
・
高
能
率
の
加
工
施
設
の
整
備
、
当

該
施
設
へ
の
原
料
の
安
定
供
給
の
た
め
の
間

伐
・
路
網
整
備
等
を
支
援
。（
27
年
度
補
正
予

算
２
９
０
億
円
）

③
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
と
花
粉
症
対
策
の
推
進

施
業
集
約
化
に
向
け
航
空
レ
ー
ザ
ー
で
取
得

報
の
収
集
・
蓄
積
を
図
る
ほ
か
合
法
木
材
の
普

及
を
促
進
。

（
新
た
な
木
材
需
要
創
出
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
実
施　

０
・
４
億
円
）

⑦
違
法
伐
採
緊
急
対
策
事
業
［
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
］

合
法
木
材
の
利
用
促
進
や
現
地
の
違
法
伐
採

情
報
の
収
集
等
。（
27
年
度
補
正
予
算
2
億
円
）

⑧
木
材
製
品
輸
出
特
別
支
援
事
業

新
た
な
木
材
製
品
仕
様
の
作
成
等
を
支
援
。

（
27
年
度
補
正
予
算
（
輸
出
促
進
緊
急
対
策
で

実
施
）
1
億
円
）

⑨
森
林
・
山
村
の
多
面
的
機
能
の
発
揮
対
策　

（
28
年
度
当
初
25
億
円
）

⑩
森
林
・
林
業
人
材
育
成
対
策
（
28
年
度
当
初

59
億
円
、
27
年
度
補
正
予
算
3
億
円
）

⑪
山
村
活
性
化
支
援
交
付
金（
28
年
度
当
初（
農

山
漁
村
振
興
交
付
金
で
実
施
）
8
億
円
）

⑫
シ
カ
に
よ
る
森
林
被
害
緊
急
対
策
事
業
（
28

年
度
当
初
2
億
円
、
27
年
度
補
正
予
算
（
シ

カ
被
害
対
策
緊
急
捕
獲
等
事
業
）
1
億
円
）

⑬
森
林
整
備
事
業
〈
公
共
〉（
28
年
度
当
初
１
、

２
０
３
億
円
、
27
年
度
補
正
予
算
１
７
１
億

円
）

⑭
治
山
事
業
〈
公
共
〉（
28
年
度
当
初
５
９
７

億
円
、
27
年
度
補
正
予
算
49
億
円
）

■
「
主
要
木
材
の
需
給
見
通
し

（
平
成
28
年
第
1
四
半
期
及
び
第
2

四
半
期
）」
に
つ
い
て

林
野
庁
は
、平
成
27
年
12
月
18
日
（
金
曜
日
）

に
「
平
成
27
年
度
第
3
回
木
材
需
給
会
議
」
を

開
催
し
、「
主
要
木
材
の
需
給
見
通
し
（
平
成

28
年
第
1
四
半
期
及
び
第
2
四
半
期
）」
を
策

定
・
公
表
し
た
。

概
要
は
、
以
下
の
と
お
り
。

Ⅰ
．
見
通
し
の
要
点

（
1
）
平
成
28
年
第
1
四
半
期
（
1
～
3
月
）

の
需
要
は
、
国
産
材
製
材
用
丸
太
、
輸
入
丸
太
、

し
た
森
林
情
報
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
共
有
化

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
低
コ
ス
ト
化
や
花
粉

症
対
策
の
推
進
の
た
め
、
成
長
に
優
れ
た
品
種

や
花
粉
の
少
な
い
品
種
等
を
対
象
と
し
て
、
採

種
園
等
の
造
成
・
改
良
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
生
産

技
術
研
修
を
支
援
す
る
ほ
か
、
花
粉
症
対
策
苗

木
へ
の
植
替
え
を
促
進
。（
28
年
度
当
初
13
億

円
）

④
新
た
な
木
材
需
要
創
出
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

中
高
層
建
築
等
に
活
用
で
き
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
・
耐

火
部
材
な
ど
新
た
な
製
品
・
技
術
の
開
発
・
普

及
の
加
速
化
、
地
域
材
の
利
用
拡
大
を
支
援
す

る
。（
28
年
度
当
初
12
億
円
、
27
年
度
補
正
予

算
18
億
円
）

う
ち
Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
新
た
な
製
品
・
技
術
の
開
発　

（
28
年
度
当
初
4
億
円
）

う
ち
地
域
材
利
用
促
進　
（
28
年
度
当
初
9

億
円
）

⑤
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
拡
大

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
拡
大
に
向
け
た
全
国
的

な
調
査
、
相
談
窓
口
の
設
置
、
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ

ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
マ
テ
リ
ア
ル
利
用
の
促
進

に
向
け
た
技
術
開
発
等
を
支
援
。（
新
た
な
木

材
需
要
創
出
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
実
施　

5

億
円
）

⑥
違
法
伐
採
対
策
の
推
進

違
法
伐
採
対
策
の
体
制
整
備
に
向
け
関
連
情

主要木材の入荷量等の概要
（単位：千㎥、％）（括弧内は前年比又は前年同期比）

国産材丸太 輸入
丸太

輸入
製材品 合板 構造用

集成材製材用 合板用

25年計（実績）
12,058 3,016 4,517 7,703 6,462 2,254

（107）（116）（104） （96）（106）（110）

26年計（実績）
12,211 3,191 4,086 6,430 6,297 2,137

（101）（106）（91） （84）（97） （95）

27年第 1四半期 2,989 819 824 1,454 1,484 468

実績 （96）（110）（67） （88）（90） （83）

27年第 2四半期 2,956 844 878 1,599 1,375 508

実績 （95） （97）（79） （89）（82） （90）

27年第 3四半期 2,747 782 755 1,532 1,345 545

実績 （97）（104）（88） （97）（91）（109）

27年第 4四半期 3,200 795 835 1,567 1,432 535

見込み （102） （97）（94）（113）（96）（106）

27年計（見通し）
11,892 3,240 3,293 6,152 5,637 2,056

（97）（102）（81） （96）（90） （96）

28年第 1四半期 3,100 740 890 1,495 1,450 525

見通し （104） （90）（108）（103）（98）（112）

28年第 2四半期 3,100 750 925 1,515 1,460 540

見通し （105） （89）（105） （95）（106）（106）
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（第694号）　� 平成28年 2 月 1 日（2）全　市　連　時　報
輸
入
製
材
品
、
構
造
用
集
成
材
は
前
年
同
期
に

比
べ
増
加
、
合
板
は
前
年
同
期
と
同
程
度
、
国

産
材
合
板
用
丸
太
は
前
年
同
期
に
比
べ
減
少
の

見
通
し
。

（
2
）
平
成
28
年
第
2
四
半
期
（
4
～
6
月
）

の
需
要
は
、
国
産
材
製
材
用
丸
太
、
輸
入
丸
太
、

合
板
、
構
造
用
集
成
材
は
前
年
同
期
に
比
べ
増

加
、
国
産
材
合
板
用
丸
太
、
輸
入
製
材
品
は
前

年
同
期
に
比
べ
減
少
の
見
通
し
。

（
3
）
平
成
27
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、

景
気
の
緩
や
か
な
持
ち
直
し
を
反
映
し
て
前
年

度
に
比
べ
増
加
と
見
込
ま
れ
る
。

Ⅱ
．
平
成
27
年
度
第
3
回
木
材
需
給
会
議
の
意

見
等
の
概
要

１　

経
済
情
勢

・
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
平
成
26
年
度
は
公

共
投
資
、
輸
出
等
が
プ
ラ
ス
に
寄
与
し
た
が
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
前
の
駆
け
込
み
需
要
の
反

動
に
よ
る
個
人
消
費
等
の
冷
え
込
み
が
大
き
く

影
響
し
、
△
１
・
０
％
（
実
績
）
の
成
長
。

・
平
成
27
年
度
は
消
費
税
率
引
き
上
げ
の
影
響

も
薄
ら
ぎ
、
基
本
的
に
は
緩
や
か
な
持
ち
直
し

が
続
く
と
予
想
さ
れ
、
１
・
０
％
の
成
長
が
見

込
ま
れ
る
。

２　

住
宅
着
工

・
平
成
26
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、
全

体
で
約
８
８
０
千
戸
（
前
年
同
期
比
89
・

２
％
）、
持
家
が
約
２
７
８
千
戸
（
同
78
・

９
％
）、
貸
家
が
約
３
５
８
千
戸
（
同
96
・

９
％
）、
分
譲
一
戸
建
が
約
１
２
４
千
戸
（
同

92
・
８
％
）、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
が
約
１
１
０

千
戸
（
同
89
・
０
％
）。
持
家
の
着
工
数
が
か

な
り
低
調
。

・
平
成
27
年
10
月
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
、

約
7
万
7
千
戸
で
前
年
同
月
比
97
・
５
％
と

8
ヶ
月
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
た
。

・
平
成
27
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
（
見
通

し
）
は
、
対
前
年
比
１
０
５
・
７
％
の
93
万
戸

と
想
定
。

・
平
成
28
年
度
の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
（
見
通

し
）
は
、
対
前
年
比
１
０
２
・
６
％
の
95
万
4

千
戸
と
想
定
。

３　

木
材
輸
出
動
向

・
平
成
27
年
の
1
月
～
10
月
累
計
の
木
材
輸
出

額
は
、
約
１
８
６
億
円
（
対
前
年
同
期
比
１
２

８
％
）。
引
き
続
き
高
い
伸
び
を
持
続
。

・
品
目
別
に
は
、
丸
太
約
76
億
円
（
対
前
年
同

期
比
１
３
４
％
、
構
成
比
41
％
）、
製
材
品
約

30
億
円
（
同
１
０
９
％
、
同
16
％
）、
合
板
約

24
億
円
（
同
２
２
４
％
、
同
13
％
）
等
。

・
国
別
に
は
、
中
国
約
70
億
円
（
対
前
年
同
期

比
１
２
４
％
、
構
成
比
38
％
）、
韓
国
約
32
億

円
（
同
１
３
８
％
、
同
17
％
）、
フ
ィ
リ
ピ
ン

約
28
億
円
（
同
１
８
０
％
、
同
15
％
）、
台
湾

約
18
億
円
（
同
１
１
３
％
、
同
10
％
）
等
。

４　

主
要
木
材
需
給
動
向

（
１
）
国
産
材
（
需
要
（
工
場
入
荷
））

①
製
材
用
丸
太

・
10
月
に
入
り
、材
に
動
き
が
出
て
き
て
お
り
、

プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
の
受
注
も
回
復
の
動
き
が
見

ら
れ
る
。
平
成
28
年
第
1
四
半
期
、
第
2
四
半

期
と
も
、
こ
の
ま
ま
の
動
き
が
続
け
ば
、
前
期

並
み
の
需
要
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
の
供
給
に
関
す
る
動

き
が
さ
ら
に
活
発
に
な
っ
て
い
る
中
、
Ａ
材
に

つ
い
て
は
不
透
明
感
が
根
強
い
。

②
合
板
用
丸
太

・
円
安
の
影
響
に
よ
り
外
材
か
ら
国
産
材
へ
の

シ
フ
ト
が
進
ん
で
お
り
、
平
成
27
年
第
3
四
半

期
は
前
年
同
期
比
で
増
加
。
今
後
は
冬
期
に
入

り
出
材
が
減
る
こ
と
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
燃
料

と
の
競
合
が
懸
念
さ
れ
、
平
成
28
年
第
1
四
半

期
、第
2
四
半
期
は
前
年
比
で
減
少
の
見
通
し
。

（
２
）
米
材

①
丸
太

・
需
要
は
、
平
成
28
年
第
1
四
半
期
は
不
需
要

期
で
前
年
同
期
並
み
、
第
2
四
半
期
は
需
要
期

で
プ
レ
カ
ッ
ト
需
要
増
も
期
待
さ
れ
、
前
年
同

期
よ
り
増
加
の
見
通
し
。
円
安
は
続
く
も
の
と

思
わ
れ
、
採
算
は
厳
し
い
。

・
供
給
は
、
平
成
28
年
第
1
四
半
期
に
は
夏
場

の
フ
ァ
イ
ヤ
ク
ロ
ー
ジ
ャ
の
影
響
が
完
全
に
な

く
な
り
、
出
材
・
需
要
と
も
に
多
少
の
回
復
が

見
込
ま
れ
、
第
2
四
半
期
は
需
要
期
で
一
定
の

需
要
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
と
も
に
前
年

同
期
よ
り
増
加
の
見
通
し
。

②
製
材
品

・
需
要
は
、
為
替
の
影
響
で
現
地
価
格
高
が
続

き
、
販
売
減
は
当
面
続
く
も
の
と
思
わ
れ
、
年

初
か
ら
夏
ま
で
は
消
費
税
増
税
の
駆
け
込
み
需

要
も
期
待
で
き
ず
、
平
成
28
年
第
1
四
半
期
、

第
2
四
半
期
と
も
に
需
要
増
は
あ
ま
り
期
待
で

き
な
い
。

・
供
給
は
、
需
要
を
見
込
ん
だ
も
の
と
な
り
、

各
社
と
も
米
マ
ツ
製
品
の
在
庫
削
減
の
た
め
仕

入
れ
を
絞
る
傾
向
、
平
成
28
年
第
1
四
半
期
は

前
期
よ
り
減
少
、
第
2
四
半
期
に
は
4
月
以
降

の
市
況
回
復
に
向
け
て
各
社
と
も
に
購
入
を
増

や
し
始
め
、
第
1
四
半
期
よ
り
や
や
回
復
す
る

見
通
し
。

（
３
）
欧
州
材
（
製
材
品
供
給
）

・
平
成
28
年
第
1
四
半
期
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
休

暇
の
影
響
で
前
四
半
期
よ
り
も
減
少
の
見
通

し
。
第
2
四
半
期
は
、
第
1
四
半
期
の
ラ
ミ
ナ

の
成
約
率
及
び
船
積
み
遅
れ
の
解
消
が
ど
の
程

度
進
む
か
に
よ
る
。

（
４
）
南
洋
材

①
丸
太

・
製
材
向
け
の
需
要
は
、
大
幅
な
振
れ
は
な
く

低
位
安
定
し
た
見
込
み
、
平
成
28
年
第
1
四
半

期
、
第
2
四
半
期
と
も
に
前
年
同
程
度
で
推
移

の
見
通
し
。

・
合
板
向
け
の
需
要
は
、
平
成
28
年
第
1
四
半

期
、
第
2
四
半
期
と
も
に
、
国
産
針
葉
樹
合
板

へ
の
シ
フ
ト
傾
向
、
円
安
に
よ
る
南
洋
材
丸
太

の
高
騰
に
よ
り
、
前
四
半
期
よ
り
も
減
少
の
見

通
し
。

・
供
給
は
、
先
行
き
の
見
通
し
は
不
透
明
、
現

地
で
の
伐
採
環
境
の
影
響
が
緩
和
し
大
幅
な
増

減
は
な
く
、
平
成
28
年
は
通
年
で
前
年
並
み
、

四
半
期
平
均
55
～
60
千
㎥
で
推
移
の
見
通
し
。

②
製
材
品

・
需
要
は
、
住
宅
着
工
数
か
ら
も
手
堅
い
需
要

あ
る
が
、
他
樹
種
の
製
品
へ
転
換
す
る
動
き
が

あ
り
、
平
成
28
年
第
1
四
半
期
、
第
2
四
半
期

と
も
に
前
年
同
期
比
で
は
減
少
の
見
通
し
。

・
供
給
は
、
重
量
梱
包
材
の
需
要
が
低
調
で
、

他
の
材
料
に
シ
ェ
ア
を
奪
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
、
平
成
28
年
第
1
四
半
期
、
第
2
四
半

期
と
も
に
急
激
に
数
量
が
回
復
す
る
見
通
し
は

な
い
。

（
５
）
北
洋
材

①
丸
太

・
需
要
は
、
好
材
料
な
く
、
今
後
も
低
位
安
定

状
態
が
続
く
見
通
し
。

・
供
給
は
、
合
板
用
米
材
丸
太
の
価
格
・
出
材

次
第
、
平
成
28
年
第
1
四
半
期
、
第
2
四
半
期

と
も
に
ほ
ぼ
前
年
同
期
並
み
の
見
通
し
。

②
製
材
品
（
供
給
）

・
日
本
以
外
の
ロ
シ
ア
材
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
軒
並

み
弱
含
み
、
低
級
材
の
需
要
が
落
ち
込
ん
で
い

る
。
国
内
需
要
も
ス
チ
ー
ル
（
軽
天
）
等
へ
の

代
替
が
進
み
、
平
成
28
年
第
1
四
半
期
、
第
2

四
半
期
と
も
に
前
年
同
期
を
下
回
る
見
通
し
。
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（
６
）
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
リ
材

①
丸
太

・
需
要
は
、
梱
包
材
需
要
の
減
少
や
原
木
価
格

の
上
昇
に
よ
る
国
産
材
製
品
へ
の
シ
フ
ト
か

ら
、
平
成
28
年
第
1
四
半
期
、
第
2
四
半
期
と

も
前
年
同
期
よ
り
減
少
の
見
通
し
。

・
供
給
は
、
国
内
需
要
に
応
じ
た
入
荷
の
見
通

し
、
28
年
第
1
四
半
期
は
四
半
期
平
均
１
１
０

千
㎥
の
レ
ベ
ル
に
回
復
し
、
第
2
四
半
期
は
微

増
の
見
通
し
。

②
製
材
品

・
需
要
は
、
Ｎ
Ｚ
原
木
価
格
の
上
昇
に
よ
り
内

地
挽
き
製
品
が
値
上
げ
に
動
く
中
、
平
成
28
年

第
1
四
半
期
は
値
下
げ
し
た
チ
リ
製
品
が
市
場

に
出
回
り
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
、
Ｎ
Ｚ
製
品
は
原

木
高
騰
に
よ
る
値
上
げ
の
た
め
シ
ェ
ア
が
減

少
。
第
2
四
半
期
は
低
需
要
期
の
た
め
減
少
の

見
通
し
。

・
供
給
は
、
中
国
向
け
輸
出
梱
包
の
低
迷
や
低

価
格
な
国
産
材
製
品
と
の
競
合
と
い
う
需
要
側

の
事
情
か
ら
、
平
成
28
年
第
1
四
半
期
、
第
2

四
半
期
と
も
に
前
年
同
期
よ
り
減
少
の
見
通
し
。

（
７
）
合
板

①
国
内
製
造

・
需
要
は
、
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
と
プ
レ

カ
ッ
ト
工
場
が
受
注
を
伸
ば
し
て
い
る
こ
と
、

フ
ロ
ー
リ
ン
グ
台
板
や
型
枠
合
板
が
南
洋
材
か

ら
国
産
材
に
シ
フ
ト
し
始
め
、
前
年
同
期
よ
り

増
加
の
見
通
し
。

・
供
給
は
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
に
よ
り
、
前

年
同
期
よ
り
増
加
と
な
る
見
込
み
。

②
輸
入

・
需
要
は
、輸
入
合
板
が
価
格
優
位
性
を
失
い
、

国
産
材
や
繊
維
板
へ
の
シ
フ
ト
が
進
み
、
輸
入

合
板
需
要
は
漸
減
し
て
い
く
も
の
の
、
国
産
合

板
で
賄
い
き
れ
な
い
需
要
は
継
続
し
て
出
て
く

材
の
安
定
供
給
に
尽
力
し
た
い
旨
の
挨
拶
の

他
、
野
村
和
弘
茨
城
県
農
林
水
産
部
次
長
兼
林

政
課
長
、
石
川
多
聞
県
茨
城
林
業
協
会
理
事
長

及
び
茨
城
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
生
井
邦
彦

理
事
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

昨
年
11
月
5
日
（
木
）
に
行
わ
れ
た
茨
城
県

木
材
ま
つ
り
の
表
彰
状
受
賞
者
は
、
次
の
と
お

り
。▽

農
林
水
産
大
臣
賞
（
下
地
用
）
豊
田
産
業

製
材
所
（
高
萩
市
）
▽
林
野
庁
長
官
賞
（
下
地

用
）（
有
）
鉾
田
製
材
所
（
笠
間
市
）
▽
関
東

森
林
管
理
局
長
賞
（
構
造
用
）
丸
川
木
材
（
株
）

（
桜
川
市
）
▽
茨
城
県
知
事
賞
（
下
地
用
）（
有
）

渡
部
製
材
所
（
笠
間
市
）
▽
茨
城
県
農
林
水
産

部
長
賞
（
構
造
用
）（
名
）
皆
川
材
木
店
（
常

陸
太
田
市
）
全
木
連
会
長
賞
（
構
造
用
）
松
川

製
材
所
（
北
茨
城
市
）
▽
全
市
連
会
長
賞
（
下

地
用
）（
有
）
森
嶋
林
業
（
常
陸
太
田
市
）

初
市
の
セ
リ
に
は
、
40
人
程
度
の
買
方
様
が

参
加
し
、
構
造
材
か
ら
造
作
材
ま
で
幅
広
く
買

わ
れ
た
。

■
第
19
回
全
市
連
国
産
材
需
要

拡
大
製
材
品
特
別
展
示
会　
　

１
月
23
日　

木
曽
官
材
市
売
（
協
）

全
市
連
、
木
曽
木
材
工
業
協
同
組
合
（
勝
野

春
喜
理
事
長
）
及
び
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合

（
野
村
弘
理
事
長
）
は
、
１
月
23
日
（
土
）、
第

19
回
全
市
連
国
産
材
需
要
拡
大
製
材
品
特
別
展

る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
輸
入
合
板
の
シ
ェ

ア
は
50
％
を
割
り
込
む
と
考
え
ら
れ
る
。

・
供
給
は
、
産
地
状
況
が
改
善
し
市
場
の
需
給

は
正
常
化
す
る
見
通
し
、
国
内
の
需
要
減
か
ら

輸
入
量
は
低
位
で
推
移
の
見
通
し
。

（
８
）
構
造
用
集
成
材
（
供
給
）

①
国
内
製
造

・
新
設
住
宅
着
工
戸
数
が
堅
調
に
推
移
し
、
需

要
の
大
き
な
落
ち
込
み
は
な
い
も
の
と
想
定
、

平
成
28
年
第
1
四
半
期
は
工
場
稼
働
日
数
が
少

な
く
前
四
半
期
を
や
や
下
回
り
、
第
2
四
半
期

は
こ
れ
を
や
や
上
回
わ
る
生
産
量
を
想
定
。

②
輸
入

・
欧
州
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
供
給
が
安
定
化

す
る
と
想
定
さ
れ
、
平
成
28
年
第
1
四
半
期
、

第
2
四
半
期
と
も
、
輸
入
量
は
国
内
需
要
に
応

じ
て
前
年
同
期
よ
り
増
加
の
見
通
し
。

■
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
パ
リ
協
定
採
択

昨
年
暮
れ
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た

Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
（
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
第
21
回

締
約
国
会
議
）
に
お
い
て
２
０
２
０
年
（
平
成

32
年
）
以
降
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
枠
組
み
を

定
め
た
「
パ
リ
協
定
」
が
採
択
さ
れ
た
。
１
９

９
７
年
（
平
成
9
年
）
の
「
京
都
議
定
書
」
以

来
の
国
際
合
意
と
な
っ
た
。
協
定
に
お
い
て
、

21
世
紀
末
ま
で
の
気
温
上
昇
を
、
工
業
化
以
前

よ
り
2
度
以
内
（
１
・
５
度
以
下
も
目
指
す
）

と
い
う
目
標
が
示
さ
れ
た
他
、
発
展
途
上
国
を

含
む
１
９
６
カ
国
・
地
域
が
削
減
目
標
を
5
年

毎
に
提
出
・
更
新
す
る
こ
と
も
規
定
さ
れ
た
。

森
林
吸
収
源
の
位
置
づ
け
は
現
行
ど
お
り
と
さ

れ
、
吸
収
源
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
全
強
化
の

重
要
性
に
言
及
し
、
新
た
に
、
途
上
国
の
森
林

減
少
・
劣
化
か
ら
の
排
出
を
抑
制
す
る
仕
組
み

（
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
：
レ
ッ
ド
プ
ラ
ス
：
）
の
推
進

も
盛
り
込
ま
れ
た
。具
体
化
に
関
す
る
検
討
は
、

今
後
と
な
っ
て
い
る
。
同
協
定
は
、
批
准
国
が

55
カ
国
以
上
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
国
々
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
量
が
、
世
界
全
体
の
55
％
以
上

と
な
っ
た
時
に
発
効
す
る
。
我
が
国
は
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
新
た
な
目
標
と
し
て
、
２
０
３
０

年
度
（
平
成
42
年
度
）
に
、２
０
１
３
年
度
（
平

成
25
度
）
比
で
26
・
０
％
減
と
す
る
こ
と
を
決

定
し
て
お
り
、
そ
の
内
、
森
林
吸
収
源
で
２
・

０
％
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
第
38
回
茨
城
県
木
材
ま
つ
り

表
彰
式　
１
月
13
日
（
株
）
茨
城
木

材
相
互
市
場
で
開
催

（
株
）茨
城
木
材
相
互
市
場（
茨
城
県
水
戸
市
、

益
子
壮
一
社
長
）
の
新
春
初
市
が
１
月
13
日

（
水
）
に
開
催
さ
れ
、
併
せ
て
、
第
38
回
茨
城

県
木
材
ま
つ
り
表
彰
式
（
茨
城
県
木
材
協
同
組

合
連
合
会
主
催
）
が
行
わ
れ
た
。

来
賓
と
し
て
、
茨
城
森
林
管
理
署
安
永
正
治

署
長
、
茨
城
県
農
林
水
産
部
野
村
和
弘
次
長
兼

林
政
課
長
、
茨
城
県
林
業
協
会
の
石
川
多
聞
理

事
長
（
茨
城
県
議
）、
茨
城
県
木
材
協
同
組
合

連
合
会
の
生
井
邦
彦
理
事
長
、
地
元
銀
行
関
係

者
ほ
か
来
賓
等
多
数
が
出
席
し
た
。
全
市
連
か

ら
は
小
合
専
務
が
出
席
し
た
。

式
典
の
開
会
に
当
た
り
益
子
壮
一
社
長
は
、

世
界
の
政
治
・
経
済
の
情
勢
、
我
が
国
の
経
済

成
長
、
原
油
価
格
、
更
な
る
消
費
税
引
き
上
げ

に
伴
う
駆
け
込
み
需
要
と
い
っ
た
状
況
に
も
言

及
し
、「
茨
城
県
に
お
け
る
中
大
規
模
木
造
建

築
推
進
等
新
た
な
分
野
に
お
い
て
取
り
組
み
を

進
め
た
い
」
旨
、
挨
拶
し
た
。

来
賓
の
安
永
正
治
茨
城
森
林
管
理
署
長
か
ら

Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
新
た
な
分
野
で
の
技
術
開
発
・
普
及

等
の
林
野
庁
施
策
や
国
有
林
と
し
て
地
域
の
木

（式典の様子）

（初市の様子）



（第694号）　� 平成28年 2 月 1 日（4）全　市　連　時　報

長
野
県
議
会
副
議
長
は
、
初
セ
リ
及
び
入
賞
者

へ
の
お
祝
い
に
加
え
、
今
年
の
長
野
県
で
の
植

樹
祭
開
催
に
も
触
れ
、「
当
地
は
国
有
林
地
帯

で
国
有
林
に
は
局
長
始
め
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
、
県
議
会
と
し
て
も
木
材
関
係
団
体
等

と
共
に
木
材
産
業
を
盛
り
あ
げ
て
行
き
た
い
。」

旨
の
御
挨
拶
を
頂
い
た
。
入
賞
者
は
以
下
の
通

り
。
◆
林
野
庁
長
官
賞
（
天
然
木
曽
檜
板
目
厚

盤
）（
株
）
勝
野
木
材
◆
長
野
県
知
事
賞
（
天

然
木
曽
檜
平
割
一
式
）
滝
正
木
材
◆
中
部
森
林

管
理
局
長
賞（ 

高○ 

○
国○ 

○
木
曽
ひ
の
き
柾
盤
一
式
）

の
む
ら
木
材
（
株
）
◆
全
市
連
会
長
賞
（
天
然

木
曽
檜
柾
盤
一
式
）（
株
）
野
尻
木
材
工
業
所

◆
長
野
県
木
連
理
事
長
賞
（
天
然
木
曽
檜
節
角

一
式
）
志
水
林
業
製
材
。

式
典
後
の
初
市
は
、厳
し
い
冷
え
込
み
の
中
、

90
人
の
買
い
方
が
参
加
。
天
然
木
曽
桧（
柾
盤
）

４
・
９
ｍ
×
１
７
・
０
㎝
×
16
・
０
㎝
に
２
５

０
万
円
／
㎥
、
天
然
木
曽
桧
（
板
目
）
３
・
０

ｍ
×
45
・
０
㎝
×
９
・
５
㎝
に
２
０
０
万
円
／

㎥
の
高
値
が
つ
い
た
。
最
近
の
丸
太
事
情
も
あ

り
、
板
、
柾
を
含
め
全
体
に
良
材
が
少
な
く
、

あ
い
に
く
の
荒
天
予
報
で
、
早
く
帰
る
買
方
が

多
く
、
売
上
、
単
価
と
も
に
前
年
よ
り
若
干
減

少
し
た
。

■
平
成
27
年
度
木
材
・
木
製
品

製
造
業
労
働
災
害
に
つ
い
て

林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止
協
会
公

表
の
平
成
27
年
発
生
の
木
材
製
造
業
死
亡
災
害

速
報
及
び
そ
の
傾
向
（
一
事
例
の
み
掲
載
）
は
、

以
下
の
と
お
り
。

１
．
災
害
発
生
状
況

・
災
害
発
生
日
時　

平
成
27
年
6
月
9
日

・
災
害
発
生
場
所　

山
梨
県

・
被
災
者
年
齢　
　

73
歳

・
発
生
状
況　

被
災
者
は
、
製
材
工
場
に
お
い

て
、
丸
太
17
本
を
積
ん
だ
2
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
か

ら
荷
卸
し
作
業
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
長
さ

約
４
ｍ
の
丸
太
2
本
が
荷
台
か
ら
落
下
し
、

丸
太
の
下
敷
き
と
な
っ
た
。

２
．
対
策　

ト
ラ
ッ
ク
荷
台
へ
の
原
木
の
積
み

卸
し
の
注
意
点

・
最
大
積
載
量
を
超
え
て
積
載
し
な
い
こ
と
。

・
た
て
木
に
は
、
溝
型
鋼
又
は
十
分
強
度
の
あ

る
木
材
を
使
用
す
る
こ
と
。

・
た
て
木
に
接
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
通
直
で
太

い
材
を
積
み
、
曲
が
り
材
は
走
行
中
荷
崩
れ

の
原
因
に
な
る
の
で
、
中
側
か
上
部
に
積
む

こ
と
。

・
材
の
重
ね
積
み
は
、
走
行
中
の
振
動
で
ゆ
る

む
こ
と
が
あ
る
の
で
、
目
落
と
し
積
み
に
す

る
こ
と
。

・
積
荷
の
上
部
は
、
山
形
又
は
箱
型
に
す
る
と

走
行
中
の
振
動
で
荷
崩
れ
を
起
こ
し
や
す

く
、
荷
縛
り
も
良
く
締
ま
ら
な
い
の
で
、
か

ま
ぼ
こ
型
に
積
む
こ
と
。

・
一
つ
の
荷
の
重
量
が
１
０
０
㎏
以
上
の
も
の

を
貨
物
自
動
車
に
積
み
卸
す
作
業
（
ロ
ー
プ

掛
け
及
び
シ
ー
ト
掛
け
作
業
を
含
む
。）
を

行
う
と
き
は
、
当
該
作
業
を
指
揮
す
る
者
を

定
め
る
こ
と
。（
安
衛
則
第
１
５
１
条
の
70
）

・
ロ
ー
プ
解
き
の
作
業
及
び
シ
ー
ト
外
し
の
作

業
を
行
う
と
き
は
、
荷
台
上
の
荷
の
落
下
の

危
険
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
後
に
着
手
す

示
会
を
開
催
し
た
。
来
賓
は
、
中
部
森
林
管
理

局
の
桂
川
裕
樹
局
長
、
村
上
淳
長
野
県
議
会
副

議
長
（
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
顧
問
）、
長

野
県
木
曽
地
方
事
務
所
松
原
秀
幸
課
長
、
細
川

忠
國
長
野
県
木
連
理
事
長
、
田
上
正
男
上
松
町

長
、
真
島
哲
二
八
十
二
銀
行
上
松
支
店
長
及
び

松
葉
瀬
裕
之
木
曽
森
林
管
理
署
長
ほ
か
。

開
会
に
あ
た
り
主
催
者
を
代
表
し
、
全
市
連

の
小
合
専
務
は
、白
書
で
の
木
材
産
業
の
意
義
、

木
曽
ヒ
ノ
キ
等
優
良
な
資
源
の
最
大
価
値
の
実

現
、
新
国
立
競
技
場
「
杜
の
ス
タ
ジ
ア
ム
」
等

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連

施
設
の
具
体
化
と
そ
れ
に
向
け
た
業
界
一
体
で

の
資
材
供
給
の
重
要
性
に
触
れ
、「
本
日
は
、

優
良
製
材
品
等
が
多
く
出
品
さ
れ
て
お
り
、
是

非
、
全
量
の
お
買
い
上
げ
を
」
と
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
の
野
村
理

事
長
か
ら
前
日
の
審
査
結
果
の
講
評
を
行
っ

た
。
そ
の
中
で
、
入
賞
製
品
毎
に
、
て
い
ね
い

な
説
明
を
行
い
、
林
野
庁
長
官
賞
に
決
ま
っ
た

「
天
然
木
曽
檜
板
目
厚
盤
」
に
つ
い
て
は
、「
樹

齢
３
０
０
年
の
歴
史
か
ら
作
り
上
げ
ら
れ
た
、

長
尺
無
地
・
色
合
い
・
年
輪
の
目
通
り
と
重
厚

感
の
あ
る
木
目
が
評
価
さ
れ
た
」
等
と
説
明
し

た
。来

賓
の
桂
川
森
林
管
理
局
長
か
ら
は
、
日
頃

の
御
礼
と
併
せ
て
、
厳
し
い
状
況
の
中
、
木
材

自
給
率
は
30
％
に
回
復
し
、
国
産
材
供
給
量
も

増
加
し
、
林
業
労
働
力
の
減
少
も
下
げ
止
ま
り

を
示
し
て
い
る
こ
と
、
林
業
の
生
長
産
業
化
も

政
策
目
標
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、「
国

有
林
に
は
、
木
の
文
化
・
伝
統
を
守
る
資
源
が

あ
り
、
地
域
振
興
の
た
め
、
国
有
林
材
の
安
定

供
給
等
を
通
じ
て
貢
献
し
て
行
き
た
い
」
旨
の

御
挨
拶
を
頂
い
た
。

木
曽
官
材
市
売
協
同
組
合
特
別
顧
問
の
村
上

る
こ
と
。

（
荷
役
作
業
者
の
実
施
事
項
）

①
安
全
衛
生
管
理
者
に
選
任
さ
れ
た
者
は
、
作

業
方
法
の
決
定
及
び
作
業
の
指
揮
、
器
具
及

び
工
具
の
点
検
、
作
業
前
の
安
全
確
認
等
を

励
行
す
る
こ
と
。

②
作
業
計
画
及
び
作
業
手
順
書
を
作
成
し
、
遵

守
す
る
こ
と
。

③
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習
、
は
い
作

業
主
任
者
技
能
講
習
、
荷
の
積
み
卸
し
作
業

指
揮
者
教
育
等
を
受
講
し
、
必
要
な
資
格
を

取
得
す
る
こ
と
。

④
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
。

上
記
災
害
に
係
る
作
業
つ
い
て
は
、
木
材
市

場
等
の
業
務
に
お
い
て
も
類
似
の
作
業
が
想
定

さ
れ
ま
す
の
で
、
傾
向
と
注
意
点
等
に
御
留
意

の
上
、災
害
未
然
防
止
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

当
該
記
事
は
、
林
業
・
木
材
製
造
業
労
働
災

害
防
止
協
会
の
承
認
を
得
て
、
同
協
会
Ｈ
Ｏ
Ｍ

Ｅ
ペ
ー
ジ
及
び
同
協
会
発
行
の
「
林
材
安
全
２

０
１
６
年
1
月
号
」
か
ら
の
出
典
で
す
。

■
全
市
連
の
会
議
（
予
定
）

◇
３
月
7
日
（
月
）
13
時　

平
成
27
年
度
第
３

回
理
事
会
、
第
２
回
正
副
会
長
・
支
部
長
会

議
ほ
か
（
日
本
森
林
林
業
振
興
会
、
林
友
ビ

ル
６
階
）。

◇
５
月
16
日
（
月
）　

第
60
回
定
期
総
会
・
東

京
大
会
（
ホ
テ
ル
イ
ー
ス
ト
21
、
江
東
区
東

陽
町
：
予
定
）

■
全
市
連
Ｈ
Ｐ
御
案
内

当
連
盟
Ｈ
Ｐ「
会
員
掲
示
板
」に
連
絡
事
項
・

情
報
を
適
宜
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（表彰の様子）

（初競りの様子）


